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第 2例は 52才男， DlO， 11. 12 圧迫骨折兼 Dll~束突
起骨折で，約半年間保存的療法を受けたが，腰痛及
び歩行障碍のため来院した。椋突起骨折部に骨片移
植に依る固定術を行った。約 7週後， コルセット装
着退院し，経過良好である。
保存的療法に於ける，腰痛その他の後遺症に対し
て，固定術の効果を期待し得るが，その適応や方法
に就いて，尚検討し度いと思う。 
5. 興味ある頚腕痛の 1例
五味淵諒一 
78才，男。著明な右頚腕痛及び右肩部腫癌を主訴
として来院し，レ線等の諸検査に基き，右第 1肋骨
腫蕩及びそれによる右上腕神経叢圧迫の診断の下に
手術施行した。該腫癌は基底部~こ於し、て右第 1 肋
骨，前方は上腕神経叢及び腫大せるリンノミ節と密に
癒着して居弘之らを一括して切除した。術後腫麿
切除標本の組織学的検査により，癌細胞証明し，そ
の形状より単純癌と認め，初めて癌の興味ある肋骨
転移なる事を知り得た。本患者の既往歴たる 3年前
の前立腺肥大症手術より前立腺を一応原発部位とも
考えられ得たが，何ら確たる臨床的症状なく，諸検
査によるも原発部位が不明で、あった 1例を経験した
ので報告した。 
6. rフオルクマシ」氏指縮の研究，特に最近
の症例にづいて
斎藤 隆
当教室に於て手術を施行せる「プオノLクマン」拘
縮症例につき，手術法及び遠隔成績を報告し，合は
せてこのrl'l2例の子術時興味ある上腕動脈の所見を
見たので，1フォノLクマン」拘縮の原因につき考察を
加えた。 
手術は膿延長術，神経剥離術，動脈周囲交感神経
叢切除術，前腕骨異所短縮術を施行，マツサーヂ，
低周波通i流を行L、効果を上げている。この中 2例の
手術中 1例に於て，上腕動脈内膜の欠損せる如き所
見を認めた。叉他の 1例は術後間もなく切断の止む
なきに至ったが，上腕動脈内膜に断裂あり，血栓を
認めた例があり，.これが或は「フオルグマンJ拘縮
の原因ではないかと考え，骨折新鮮例に於て詳細な
検査の下に早期手術を行えば「フオルクマンj拘縮
は防げるのではなし、かと考える。 
7. 膝関節「メユスクスj障碍の「レj線的研究
斯波隆
膝関節「メニスクス」障害の「レJ線的診断法と
して，教室では大量の空気注入に依る造影法を用
い，多角的撮影を行ってしお。方法は膝蓋下腔を穿
刺， 80~100 ccの大量空気を注入，内・外側「メニ
スグスJに対し，夫々内旋位・中間位・外旋位にて
背腹「レ」線!照射を行し、計 6回撮影にて得られる，
前角・中間部・後角の「メニスグスj陰影より，障
害の大いさ，部位，形態を推定するのである。
此の方法に依ると，内側「メニスグスjの正常像は
椅麗な模型jを示し，外側「メニスクスJの場合は略
々此れと同様なるも時として槍先，叉蝋燭の火の如
き湾曲した形態をとる事が多い。障害時は病愛と一
致した陰影欠損部が見られるもので，症例に依る推
定所見，或は手術例にては手術所見との適否に就き
叉，外側「メニスグスJの病的像と考えられる円板
所見につき説明する。 
8. rキユシチヤー」氏髄内釘骨折治療法の研究
石川芳光
昭和 29年 7月より昭和 32年 3月迄の間整形外科
外来患者数は 12.243名で，骨折患者は 697名 (5.7
%)で中，復雑骨折は 36名であった。「キユンチヤ
ーJ氏髄内釘法を 53例 58肢に行った。中複雑骨折
は20例22肢である。遠隔成積は秀 25例 (25肢)，
優 9例 (11肢)，良 12例(13肢)，可 1例(1肢〉
である。術後合併症の中，関節拘縮は受傷時の筋共
他の軟部組織の損傷に比例する様である。血液有形
成分，血清 Ca，Mg，P，アルカリフォスファター
ゼ，に付，全身的影響を検索したが他の手術に比し
著~を認めなかった。
髄内釘の折損は 1例もなし、が，多少の屈曲を見た 
12肢に付き検討した処，釘の細過ぎる場合が最も多
く早期荷重，整復不良が少数あった。釘の形状を材
料力学的に検討したが V字釘， 三翼釘共に不充分
で一段の改良の必要がある。 
9. 上腕骨広汎切除，骨移植の 1例
北村太郎(四日市市羽津病院〉 
0岡 野 正
私共は最近，左上腕下部に於て，骨肉腫の疑ひ濃
厚なる症例に，広汎切除，自家骨々移植術を行った。
術後約6週を経過したが，移植骨片，骨床等には，
軽い吸収像が見られる外に著斐なく，その fレj線
